
 

令和７年度 学校評価報告書（目標設定） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

１ 
教育課程 
学習指導 

〇生徒の多様な進路希望
や興味・関心に応じた教育
課程の改善を進める。 
 
 
〇基礎的・基本的な知識・
技能の習得、思考力、判
断力、表現力等の育成及
び主体的に学習に取り組
む態度の養成を目指した
授業改善を進める。 
 

①生徒の実態を把握しながら
課題となる資質・能力を明確に
し、その課題を解決できるよう
に教育課程を改善していく。 
 
②主体的・対話的な深い学び 
ができるように、授業における
ＩＣＴ活用（電子黒板、一人１台 
タブレット端末）を進める。 

 

 

①教科代表者会議などで各
教科と連絡を密にしながら、
より良い教育課程に改善す
る。 
 
②主体的・対話的な深い学
びができるように授業にお
けるＩＣＴ活用をテーマにし
て授業研究や授業互見を今
年度２回実施する。 

 

①課題を解決できるよう
な教育課程の改善が行
えたか。 
 
 
②研究授業、授業互見
等の授業研究をとおし
て、授業改善が進んだ
か。また、その結果とし
て、生徒による授業評
価の「主体的・対話的な
深い学び」に関する質
問項目に、高い評価を
付けた生徒の割合が７
割を超えたか。 
 

２ 

（幼児・ 
児童） 

生徒指導・
支援 

〇生徒一人ひとりの支援
を組織的に行っていく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇生徒を主体とした学校
行事や生徒会活動を推進
し、部活動を通して自己肯
定感や責任感及び連帯感
の涵養を図る。 

①生徒一人ひとりに合った指
導・支援を行う。 
 
 
 
 
 
①日常のルールを守り、モラ
ルがある人を育てる指導を行
う。 
 
 
 
②学校行事や生徒会活動を、
生徒が主体的に企画・運営
し、責任感と連帯感をはぐく
む。 

 

①学年・グループ・職種を超
えて生徒情報を共有し、生
徒一人ひとりにあった適切
な支援を行う。 
 
 
 
①生徒支援Ｇを中心に、学
校全体で集会等での講話、
Google Classroomの活用、
掲示物等を活用し指導・声
掛けをする。 
 
②リーダー育成を目的として
学校行事等の企画・運営を
支援する。課題等を明確に
するため、情報を共有した
り、課題を検討したりする場
を設定する。また、生徒への
アンケートで活動の検証を
進める。 
 

①定期的な情報共有に
加え、必要に応じて情
報共有やケース会議等
を開催し、前年度より支
援につなげられたか。 
 
①事故件数・定期試験
ごとの服装点検の件
数、遅刻指導等の指導
回数を前年度より減ら
せたか。 
 
②生徒が組織的、主体
的に行事等を企画・運
営することができたか。
行事や部活への取組
みで、6 割以上の生徒
が達成感や連帯感を得
られたか。 

 

３ 
進路指導・
支援 

〇生徒の自己実現に向け
たキャリア教育を実践し、
生徒一人ひとりの主体的
な進路選択と進路実現を
図る。 
 
 
 
 
 
 
 

 

①生徒一人ひとりがそれぞれ
の職業観を確立し、将来の自
己実現のために主体的な進路
選択と進路実現ができるように
していく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
②特別募集生徒の進路実現
に向けて、教育・福祉・労働な
ど各機関との連携を図ってい
く。 
 
 

①企業と連携し職業講座を
聞く機会を設定し、生徒の職
業観を確立していく。またイ
ンターンシップを奨励し、体
験を通して自己の適性の認
識や進路選択に結びつけ
る。 
 
①学習到達度テスト・実力診
断テスト・実用英語検定を実
施し、実力・能力を高める。 
 
 
②特別募集生徒の１年生に
職業訓練機関の見学、２年
生に就業体験学習（インター
ンシップ）、３年生には企業
での就業体験を実施する。 
 

①将来の進路実現に対
して前向きな姿勢を持
ち、職業観を持たせら
れたか。また職業につ
いて企業や地域と連携
した具体的な支援が行
えたか。 
 
①各種テスト、実用英
語検定により、生徒の
実力・能力を前年度より
高められたか。 
 
②関係各所と連携が図
れたか。また特別募集
生徒一人ひとりの実態
に応じた就業体験学習
が実施できたか。 
 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

４ 
地域等との
協働 

〇学校の魅力を積極的に
発信し、地域に信頼される
学校づくりを推進する。 
〇地域との協働を推進し、
地域の関係機関、企業研
究所及び大学と連携した
教育を実践する。 
 

①学校説明会を３回実施し、
生徒の活動や学校の特色をホ
ームページに掲載すること
で、地域住民や中学生・保護
者への学校理解を促進する。 

①学校説明会、部活動体
験、文化祭などにおいて、
地域住民や中学生・保護者
に向けた広報活動を強化
し、生徒の主体的な活動や
本校の教育活動をわかりや
すく伝える。 

①学校説明会、部活動
体験への参加者数が
500 名以上となったか。
参加者のアンケートの
回答内容に肯定的なも
のが５割以上となった
か。 

５ 
学校管理 
学校運営 

〇安心安全な教育環境づ
くりを推進する。 
 
 
〇エコの観点から省エネ、
省資源の取組みを行う。 
 
 
 
  
 
 
〇防災学習の充実と被災
時対応の検討を進める。 

〇校内環境づくり 
 
 
 
①省エネ、省資源に向けた実
効ある取組みを推進する。 

 
 
 
 
 
 
②防災学習を通じて防災意識
の向上を目指す。被災時の対
応、協力体制について学習を
進める。 

○校内清掃の励行、生徒の
清掃委員による相互巡検を
行う。 
 
①学校全体で省エネへの取
組みを考え実践する。 
①会議以外の部分で更なる
ペーパーレス化に取り組
む。 
 
 
 
②先に防災学習行うことによ
り訓練の意義を認識させる。
また、アンケート等で防災訓
練を検証する。 
 

○清掃委員の巡検の結 
果を、校内清掃に生か 
せたか。 
 
①省エネに対する効果
的な取組みの実践例を
試行できたか。 
①会議以外で更なるペ
ーパーレス化につい
て、紙の必要性も考え
つつ進められたか。 
 
②防災学習の先行によ
り防災意識を高められ
たか。避難訓練が滞り
なく行動できたか。 
 

 

 


